
３

法
第
十
九
条
の
十
八
第
二
項
の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
特
定
技
能
所
属
機
関
は
、
同
項
各
号
に
規
定
す
る
事

項
を
記
載
し
た
書
面
を
、
地
方
出
入
国
在
留
管
理
局
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
届
出
が
法
第
十
九
条
の
十
八
第
二
項
第
二
号
に
係
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
適
合

一
号
特
定
技
能
外
国
人
支
援
計
画
の
実
施
の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
資
料
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

法
第
十
九
条
の
十
八
第
二
項
の
届
出
は
、
一
月
か
ら
三
月
ま
で
、
四
月
か
ら
六
月
ま
で
、
七
月
か
ら
九
月
ま

で
及
び
十
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
各
区
分
に
よ
る
期
間
（
以
下
「
四
半
期
」
と
い
う
。）ご
と
に
、
当
該
四
半
期

の
翌
四
半
期
の
初
日
か
ら
十
四
日
以
内
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６

第
十
九
条
の
十
五
第
三
項
の
規
定
は
、第
三
項
に
規
定
す
る
書
面
の
提
出
を
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
登
録
の
申
請
）

第
十
九
条
の
十
九

法
第
十
九
条
の
二
十
四
第
一
項
の
申
請
は
、
別
記
第
二
十
九
号
の
十
五
様
式
に
よ
る
申
請
書

を
地
方
出
入
国
在
留
管
理
局
に
提
出
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

﹇
条
を
加
え
る
。﹈

２

法
第
十
九
条
の
二
十
四
第
一
項
第
三
号
の
法
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一

支
援
業
務
を
開
始
す
る
予
定
年
月
日

二

特
定
技
能
外
国
人
か
ら
の
相
談
に
応
じ
る
体
制
の
概
要

３

法
第
十
九
条
の
二
十
四
第
二
項
（
法
第
十
九
条
の
二
十
七
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
法

務
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
と
す
る
。
た
だ
し
、
出
入
国
在
留
管
理
庁
長
官
が
こ
れ
ら
の
書

類
の
一
部
又
は
全
部
の
添
付
を
省
略
し
て
も
支
障
が
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一

申
請
者
が
法
人
の
場
合
に
あ
つ
て
は
申
請
者
の
登
記
事
項
証
明
書
及
び
定
款
又
は
寄
附
行
為
並
び
に
そ
の

役
員
の
住
民
票
の
写
し
（
営
業
に
関
し
成
年
者
と
同
一
の
行
為
能
力
を
有
し
な
い
未
成
年
者
で
あ
る
役
員
に

つ
い
て
は
、
当
該
役
員
及
び
そ
の
法
定
代
理
人
の
住
民
票
の
写
し
（
法
定
代
理
人
が
法
人
で
あ
る
場
合
は
、

当
該
法
人
の
登
記
事
項
証
明
書
及
び
定
款
又
は
寄
附
行
為
並
び
に
そ
の
役
員
の
住
民
票
の
写
し
））、
法
人
で

な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
申
請
者
の
住
民
票
の
写
し

二

申
請
者
の
概
要
書

三

法
第
十
九
条
の
二
十
六
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
こ
と
を
誓
約
す
る
書
面

四

適
合
一
号
特
定
技
能
外
国
人
支
援
計
画
の
実
施
に
関
す
る
責
任
者
（
以
下
「
支
援
責
任
者
」
と
い
う
。）の

履
歴
書
並
び
に
就
任
承
諾
書
及
び
支
援
業
務
に
係
る
誓
約
書
の
写
し

五

適
合
一
号
特
定
技
能
外
国
人
支
援
計
画
に
基
づ
く
支
援
を
担
当
す
る
者
（
以
下「
支
援
担
当
者
」と
い
う
。）

の
履
歴
書
並
び
に
就
任
承
諾
書
及
び
支
援
業
務
に
係
る
誓
約
書
の
写
し

六

そ
の
他
必
要
な
書
類

（
心
身
の
故
障
に
よ
り
支
援
業
務
を
適
正
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
者
）

第
十
九
条
の
二
十

法
第
十
九
条
の
二
十
六
第
一
項
第
五
号
の
法
務
省
令
で
定
め
る
者
は
、
精
神
の
機
能
の
障
害

に
よ
り
支
援
業
務
を
適
正
に
行
う
に
当
た
つ
て
の
必
要
な
認
知
、
判
断
及
び
意
思
疎
通
を
適
切
に
行
う
こ
と
が

で
き
な
い
者
と
す
る
。

﹇
条
を
加
え
る
。﹈

（
支
援
業
務
を
的
確
に
遂
行
す
る
た
め
の
必
要
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
者
）

第
十
九
条
の
二
十
一

法
第
十
九
条
の
二
十
六
第
一
項
第
十
四
号
の
法
務
省
令
で
定
め
る
者
は
、
次
の
各
号
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
と
す
る
。

﹇
条
を
加
え
る
。﹈

一

過
去
一
年
間
に
、
登
録
支
援
機
関
に
な
ろ
う
と
す
る
者
に
お
い
て
、
そ
の
者
の
責
め
に
帰
す
べ
き
事
由
に

よ
り
外
国
人
の
行
方
不
明
者
を
発
生
さ
せ
て
い
る
者

二

登
録
支
援
機
関
に
な
ろ
う
と
す
る
者
に
お
い
て
、
役
員
又
は
職
員
の
中
か
ら
、
支
援
責
任
者
及
び
支
援
業

務
を
行
う
事
務
所
ご
と
に
一
名
以
上
の
支
援
担
当
者
（
支
援
責
任
者
が
兼
ね
る
こ
と
が
で
き
る
。）が
選
任
さ

れ
て
い
な
い
者
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